
曾學濟経理大國帝都京

鯉
第

大

甕田
島

鍵
"

網　

撒

叢

.

蛤
調

…叢

最

低
生
活
費
課
税
説
を
駁
す

・

マ
ル
ク
ス
氏
帥跡
剰
僧
…他

説

の
評
論

職

國

の
都
市

・

小

作
制

と
小
作
決

裁

國

に
於
け

る
困
民
所
得

の
獲
達

経

済
道

と
脛
濟
術

時

外
隅

我

邦

の
相
続

税

を
論
ず

・

一説

苑

地
學
観
肚
會

學
説

に
就

き
て

・

リ
ッ
ケ

ル
ト

の
偵
値
膿

系

・

難
い

盟
跡

一
佐

置

憲

譲

段
説

法
畢
博
士

注
學
構
士

文
學
博
士

注
學
博
士

法

學

士

注

學

士

小

川
郷
太
郎

作 汐 河 三 田

田 見 田 浦 島

荘 三 嗣 周 錦
一一 郎 郎 行 治

油
単
博
士

聯

戸

正

雄

没
學
博
士

財

部

静

治

文
學
博
士

米

田

庄

太

郎

経
済
學
士

黒

正

巖

.

「

、



説

苑

リ
ッ
ケ

ル
ド
の
偵
値
膿
系
(
三
、完
)

第
十
四
巻

(第
三
號

[
五
入
)

五
七
八

'

リ
ッ
ケ

ル
ト
の
慣
値
膿
系

第 第 第 第 第
五 四 三 ニ 一
節 節 節 節 節

「

(
三

、

完

)

藤
ゼ
マ

學
聞
ピ
世
界
観

}
本
號
所
載

米

田

庄

太

郎

第

五

節

學

問

と

世

界

観

債
値
鰹
系
問
題
ど
盤
界
槻
闇
題

吾
人
は
、
今
贋
値
膿
系

の
論
述
を
終

る
こ
・し
が
出
來
る
。
安
富
の
要
求
を
以

て
現
は
れ
、
吐
く
て
哲
學
の
問
題
を
含
む
償
値

の
⊥ハ
大
部
類
は
確
實
に
設
定
さ
れ
、
而
し
て
吾
人
は
蕾
に
誼
理
學
、

圏倫
理
學
、
幽美
學
及
び
二
種
の
崇
漱
哲
學
を
、
必
然
的
な
哲
學
射
撃
科
ご
し
て
理
解
し
た
だ
け
で
な
く
、
更
に
是
れ
ま

で
ま
だ
存
在
し
な

い
]
の
部
分
、
帥
ち
完
杢
に
終
結
さ
れ
た
る
人
格
的
現
在
生
活
の
哲
學
が
、
要
求
さ
れ
て
く
る
。

天
機
に
鷹
じ
て
將
來
が
鞍
達
さ
せ
る
で
あ
ら
う
庭
の
新
し
き
財
は
、
適
當
に
其
地
位
を
見
出
し
得
可
き
で
あ
る
。

而
し
て
然

る
以
上
、
.吾
人
の
艘
系
は
開
か
れ
て
居
て
、
し
か
も
同
時
に

一
の
膿
系
で
あ
る
。
殊
に
吾
人
は
三
つ
の

階
段

に
於
て
、
…早
な
る
並
列
を
立
て
た
ゴ
け
で
な
く
、

}
の
位
階
…を
立
て
た
の
で
あ
る
.
此
く
て
吾
人
の
存
在

の

統

一
的
意
義
を
考
究
す
る
こ
巴
が
、
原
理

に
於
て
可
能

ε
な
る
の
で
あ
る
。

＼



'

.

併

し
他

方
に
於

て
は
、
同
様

に
断
乎

ざ
し

て
吉
明

さ

る
可

き
も

の
が
あ

る
。
夫

れ
は
肥

の
儂
値
膿

系
は
世
界
観

問

題

の
解
決

に
付

て
、
吾
人

に
何
物
を
も

激

へ
な

い
ご

云
ふ

こ
ε
で
あ

る
。
是

れ
ま

で

に
位
階

ε
式

へ
る
は
、
夫

れ
は
常

に
・
二

の
形
式
的
關

係
を
意
味
す

る
だ
け
の
も

の
こ
、
解

さ
る
可
き

で
あ

る
。
何

れ

の
財
が
最
高

の
も

の
・

或

は
中
.心
的
な
も

の
ε
認

め
ら

乃
可
き
か

、
如

何
な

る
償
雄
節

域

か
ら
昔

人
は
世
界
観

の

一
の
統

一
に
進

む
可

き

か
。
又
償
値
の
如
何
な
る
統

一
的

に
決
定
さ
れ
た
る
階
段
連
続
が
作
ら
れ
る
か
。
此
等
の
問
題
茎

一
解
決
さ
れ
.

す

に
襲

っ
て
居

る
。
人
格
的
或

は
物
件
的
系
列

が
優

位

を
占

む

る
か
。

=
兀
主
義
或

は
多
元
主
義

が
眞

理
を
輿

へ

る

か
。
吾
人

は

「
世

界
」
を
否
定
す
可

き

か
、
或

は
肯

定
す
可

き

か
。
五
口
人
は
絶
蜀

的
債
値
は
静
観

の
最

後
の
階

段

に
あ
ら
ね
ば

な
ら

阻
ご
主

張
す

る
こ
ε
が
出

来
な
け

れ
ば

叉
活

動

の
最

後

の
階
段

に
あ
ら
ね
ば
な
ら

濾
ε
主

張

す

る
こ
ε
も
出
京
な

い
。
暴
れ
恐
ら
く

は
両
者

は
、
同

僚
値
的

に
相
並

立
す

る
か
、
叉
は
吾

人
は
完
塗
終
結
的
総

艦

の
全
範
域

さ

へ
も

、

一
の
超

越
者

ε
し

て
は
疑

問

で
あ

る
ε
、
吉

明
し
得

る
か
ら

で
あ

る
。
人
若

し
来

れ

が
爲

.

め

に
、

「
紳
激

も
亦
汎

神
漱
も
共

に
排
斥

す

る
な
ら
ば

、

其

の
時

に
は

將
來
財
及

び
現
在
財
は

、

人
格

的
及

び

非

人
格
的
方

面
誕
於

て
、
如
何

に
相

互
に
關
係
す

る
か
。

吾

人
は

よ
り
多

く
學

問

に
從

ふ
て
、
叉

は
よ
ゲ
多

く
藝

術

に
從

ふ
て
、

世
界
観
を
構
成
す

可

き
か
、

或

は
よ
り

多
く
倫

理
に
從

ふ
て
、

又
は

よ
ゲ
多

一

完
全

に
終
結

さ

れ
た

る
人
格
的

現
在

に
從
ふ

て
、
世
界
観
を
構
成
す

可
き

か
は
問

題
で
あ

る
。
,
理
論
的
理
想
主
義

が
正
賞

で
あ
る
.

か
、
又

は
審
美

的
理
想
主
義

が
正
賞
で
あ

る
か
、
或

は
倫

理

的
理
想
主
義

が
正
當

で
あ

る
か
、
又
は
愛

の
理
想
ま

義

が
正
賞
で
あ

る
か
、
或

は
此
等

の
見

地

の
何

れ
も

、
偏

局
な
、

不
完
全

な
も

の
で
あ

る
か
。
総

て
此

等

の
問

題

は
、
何

れ
も

當
面

に
は
同
等

に
肯

定

さ
れ
得

る
様

に
見

え

乃
。
而

し
て
余
輩

は
、
此
威

に
何
等

の
断
定

を
竜
豫

示

説

苑

リ
ッ
ク
ル
塾
の
倶
値
礁
系
(三
、完
)

第
十
四
燈

(第
三
號

一
五
九
)

五
七
九

「

■



説

苑

リ
ッ
.ケ

ル
あ

傾
値
禦

(三
、完
)

第
+
四
巻

(第
三
號
.
エ
6

)

五
入
。

し
よ
う
ε
患

は
な
い
・
實

に
哲
學
は
純
學
問

乞

て
、果
し
て
此
等
の
問
題

に
謝
し
て
、
一
般
的
に
答
解
を
與

へ

得

る
も
の
で
・
あ
る
か
ε
云
ふ
こ
・き

え
も
、
讐

し
い
の
で
あ
・
。
要
す

る
に
哲
學
播

値
讐

に
基

い
て
、

籍

嚢

の
夫
れ
自
身
に
於
て
徹
底
的
な
・
囎

の
、
種
・
な
・
可
能
的
諸
形
式
を
展
開
し
、
而
し
て
各
個
人
を

し
て
・
夫
契

れ
其

の
個
人
的
超

學
問
蜂

讐

、
讐

も
　

暮

す

・
世
嶺

を
、
穰

せ
・
,、
姦

以

て
満
足
ぜ
ね
ば
な
鉦

・

い
つ
れ
に
し
て
も
此
等
の
事
は
、
償
値
繋

其
物
に
關
す

る
ミ

で
な

い
か
ら
、
余
輩

は
此
威
に
敢
て
之
れ
に
燭
れ
る
必
要
は
め
る
ま

い
ε
思
ふ
。

債
値
膿
系
に
於
け
る
哲
墨
あ

地
位

併
し
吾
人
は
術
ほ
、
學
問

`
し
て
の
哲
學
の
性
質
に
翻
す

る
、
他
の

一
.問

題
を
・
少
し
く
論
じ
て
置
か
ね
ば
な
畠

。
吾
人
は
上
嬉

げ
た

・
総
て
の
問
題
に
、
.一
の
包
括
的
な
世
轟

を

以
て
登

る
こ
嘉

出
来
砦

假
寇
し
て
も
、
寧
ろ

き

ヒ

其

の
時
に
、
理

財
の
艦
系
に
關
し
て

】
の
問
題

が

起

る
で
あ
ら
う
・
来
れ
世
界
観
強

見
れ
ま
で
、
ま
だ
財

の
骸
系
に
於
て
全
荷

導

の
地
位
を
も
與

へ
ら
れ
て
居

な

い
。
併

し
哲
學

も
矢

張
り
共

の
中

に
編

入

さ
る

べ
き

も

の
で
あ

る
。
而

し
て
哲
學

は
確

か

に
學

問
で
あ
ら

ん

こ

ε
を
・
欲
す

る
も
の
で
あ
る
・
当

て
哲
學
は
、
篁

の
償
値
節
減
に
攣

る
も
の

、
㌍

暑

へ
ら
れ
る
。
併

し
若

し
そ
う

で
あ

紅
ε
す

る
ご
、
哲
學

は
常

に
只
、
償
値

の
形
式
的
秩
序

を
立

て
る
だ
け

に
、
止

ま
ら
ね
ば
な

ら

面
こ
忌

な
る
・
其
の
理
由
は
明
白

で
あ
る
。
去
れ
生
活
嚢

の

一
の
統

南

及
び
内
容
的
闡
明
は
、
田軍

一
の

開
か
れ
砦

讐

の
性
質
著

し
な

い
・
蓋
し
開

か
れ
た
・
繋

・ほ

、
つ
ま
農

癬

範
甚

、只
形
式
的

・
決

定
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
・
芸

意

想

に
基

い
て
、
立
て
ち
麓

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
、
。
吾
人
若
し

一
の
世
界
禦

保
持
す

・
爲
め
に
、
如
篠

に
か
し
て
儂
癌

系
の
圖
式
、
或
は
型
を
充
た
す
な
ら
ば
、
其

の
瞬

、

9



、

'

間

に
騰

系
は
直
ち

に
閉

ぢ
ら
れ

て
仕
舞

ふ
。
此

く
て
余
輩

は
余

輩

の
出
獲

し
π
問
題

に
再

び
立
ち
戻

る
。
而

し
て

」
困
難

は

盲
暦
増
大

し
て
く

る
。
余
輩
は
學
問

は

　
の
將
雄
材

で
あ
る
ε
認

め
た

の
で
あ

る
。

さ
れ
ば
學

問
的
基
礎

に
立

つ
、

一
の
閉
ぢ
ら

れ
た
る
世
界
観

な
る
も

の
は
、

あ
り
得

な

い
こ
ε
に
な

る
の
で
あ

る
。
閉

ぢ
ら

れ
る

ご
云

ふ

こ
ご
は
、

つ
ま
り
完

全
終
結

性

ε
云

ふ
こ
ご

、
、

同
じ
意
味

で
あ
る
。

さ
れ
ば
世
界
観

は
、
學
問
以
外

の
他

の

償
値
範

域

に
驕
す

可

き
も

の

ε
な

る
。
勿
論
夫

れ
ば
鄙
観

の
範
域
内

に
止
ま

る
可

き

で
あ

る
。

し
か
し
幾
多

の
世

界
観

が
、
事
實
上
存
在
す

る
ご
云
ふ
事
情
は

、
之
を
完

全
終
結

的
総
禮

の
範

域

に
編
入

さ
れ
る
を
許

さ
な

い
ε
思

ふ
。

而

し
て
夫

れ
故

に
世

界
観

は
結

局
完
全
終
結
的

特
殊
性

の
構
成
物

ε
し

て
、
藝
術
作
品

に
類
似

せ
ね
ば
な
ら

楓
。

足

れ
人

々
が
實

に
屡

々
信

じ
た

こ
ε
で
あ
る
、

而
し

て
余
輩

の
僧
値
膿

系
は
よ
く
其

の
理
由

を
理

解

さ
せ
る

の
で
あ

る
。

-

學

問
と
レ

て

の
誓
學

の
意
味

夫

れ

に
拘
ら

す
、

哲
學

は
閉

ぢ
ら

れ

陀
髄

系

ε
し

て
さ
え
も
、藝

術
で

は
な

い
。

哲
學

は
寅
、ろ
全
然
學
問

ε
し
て
止
ま

る
の
で
あ
る
。

詳

し
く
云

へ
ば
哲

畢
は
留

に
其

の
基
礎

に
於
て
、
學
問

で
あ

る
だ
け

で
な
く

、
叉
其

の
全
艦

に
於

て
學
問

で
あ
る

可
き

で
あ

る
。
而

し
て
ま

さ
し
《
余
輩

の
財

の
膿

系
は

、
之

を
示
し
得

る
の
で
あ

る
。
此
庭

に
吾
人

は
慣
値
諸
節

域
は

.
暴

れ
ま

で
実

れ

に
饗

し
て
擧
げ
ら

れ
た
實

例

よ
り
も

、

よ
り
多
く
を
包
括

し
、
去

れ
故

に
直
ち

に
其
筈

の
實

例

に
よ
b

て
、
命

名

さ
る
可
き
も

の
で
な

い
こ
ご
を
、
忘
れ

て
は
な
ら

漁
。
此

(

て
學
問

の
概
念

は
援
大

さ
れ
る

こ
ご
が
阻
來

る
の
で
あ

る
。

さ
き

に
述

べ
し
事
は
、
特
殊
科

學

の
全
機

に
適
合

し
、
叉
夫

れ

に
謝

し

て
は

安
當
力

を
有
す

る
の
で
あ

る
、
併
し
貴
注
全
髄

の
認
識

鳳
、
遠

い
庭

に
置
か
れ

る

一
め

目
標

で
あ
る
。
而
し

て
専

門
學
的

研
究

が
、
ま

だ
到
達

し
て
居

な

い
も

の
を
成
就

す

る
爲

め
ζ
、

識

苑

q
ソ
ケ
ル
ト
の
慨
値
磯
系
(三
、完
)

笛
〃十
四
巻

〔第
三
號

一六

一)

五
入
「

■



設

苑

リ
ソ
ケ
ル
ト
の
慣
値
盟
系
〔三
、完
)

第
十
四
巻

(第
三
號

=
ハニ
)

五
八
三

箇
別
學
科

に
先

だ
ち

て
進
む

ε
云
は
れ

る
、
其

筈

の
時

々
要
求

さ
れ

る
假
設
的
形

而
上
學
は
、
全

く
疑

は

し
き
企

だ

ε
思

は
れ

る
。
併

し
世
界
観

論

こ
し
て
の
哲
學

に
於

て
は
、
實
在

認
識

が
取
扱
は

れ
る
の
で
な

い
。

か

ン
る
哲

學
は
生
活

の
意
義

、
天
真

の
中

に
含

ま
せ
て
貴
注
認
識

の
意
義

を
、
究

明
せ
ん

ε
す

る
も

の
で

め

る
。

而
し
て
ま

さ
し
く
此

の
特
殊

な

る
任

務

に
於

て
、
哲
學

が
閉

ぢ
ら

れ
る
ε
云
ふ

こ
ざ
、
或

は
完
結
性

に
關

し
て
、
依

て
以
て

箇

別
科
學

か
ら
歴

別

さ
れ

る
普
遍
的
原
理

が
、
明
ら

か
に
さ
れ
得

る
の
で
あ

る
り
哲
學

は
論

理
學

こ
し

て
は
、
必

然
的

に
理
論

の
最
後

の
目
標

を
反
省

す

る
。
吐

く
て
夫

れ
は
形

而
上
學

の
地

位
に
入
り
込
む
。
而

し
て
実

れ
は
生

活

の
意
義
を
究
明

せ
ん

ε
努

力
す

る
な
ら
ば
少

な
く

も
人
間

の
存
在

の
有
す

る
全
機

意
義

の
、

一
の
統

一
的
究

明

.

の
企

だ
て
に
於

て
、
何
威

で
も

…
塒
的

な
或

物

に
止

ま

る

こ
ε
は
出

家
な

い
。
実

れ
よ
り
し
て
吾
人
は

、
特
殊

科

學
は
常

に
將

來
を
待

つ
こ
ε
が
出

家

る
が
、
是

に
反

し
て
哲

學
は
箪

に

一
の
特
殊

的
終
結

に
過

ぎ
な

い
も
の
を
最

後

の
終
結

ざ
見

る
危

険
を
犯

し

て
さ

へ
も
、

一
の
最

後

の
終

結

に
達

せ

ん
ε
、
努

力
せ
ね

ば
な

ら

ぬ
こ
ε
を
畳

る

の
で
あ

る
。
殊

に
完
全
終
結

の

哲
學

は
、
完

全
終
結
性

を
狙
ら

ふ
の
で
あ

る
。
併

し
此

の
事
情

は

、
只
哲
學

を
科

學

に
樹

立
さ
せ

る
だ
け

に
止

ま

り
、
決

し
て
哲
學
を

し
て
、
其

の
畢
問
的
性
質
を
失

な

は
せ
る
も

の
で
な

い
。
哲

學

は
壷

に
静
観
的

で
あ

る
だ
け

で
な

一
、
実

れ
が
判
断
及

び
概

念

の
形
式
を

有

写
る
以
上

、
又
理
論
的

印
を

押

さ

れ
、
學

問
ε

し
て
認

め
ら

る
可

き

も
の

で
あ

る
。
付

入
も
箇

別
的
研
究

の
方
法
を
、
唯

一
の
學
問
的

方
法

ご
宣
言

す
可

き
擢
利

を
有
し
な

い
o

ノ

さ
れ
ば
世
界
観
論
ε
學
問
ε
の
分
離
に
付

て
、
只

一
事
が
正
賞
で
あ

る
。
即
ち
必
然
的
に
最
後
の
目
標
を
問
題

ε
す
る
哲
學
は
、
実
れ
に
よ
り
て

一
定
の
意
味
に
て
、
不
終
結
的
獲
達
系
列
に
参
加
す
る
こ
ε
を
否
ま
れ

、
即
ち

、

,

●



不
終
結
的
聰
腸
性
を
棄
て
、
而
し
て
己
れ
に
必
要
峡
く
可

か
ら
ざ
る
完
全
終
結
性
を
成
就
す

る
矯
め
に
、
特
殊
性
を

偏
愛
す

る
ε
云
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
蓋
し
哲
學
は
、
理
論
的
甜
硯
の
本
質
は
學
問
を
研
究
す
る
有
限
的
、
時
間
的
箇

人
に
鋤
す

る
、
材
料
の
無
蕃
性
或
は
不
終
結
性
の
爲
め
に
、完
全
終
結
性

ご
総
禮
性

ε
の
結
合
を
、
最
高
の
意
味
に

於
て
排
斥
す

る
も
の
な
る
を
、
窺
被
す

る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
哲
學
は
叉
息
み
な
し
前
進
す

る
獲
達
の
流
れ
の
「

中
に
、

一
の
静
息
黙
を
見
出
す

こ
ご
を
狙
ら
ひ
、
生
活
意
義
に
射
し
て
、
暴
れ
ま
で
に
成
就
さ
れ
た
る
も
の

》
重

要
を
、
明
ら

か
に
意
識

さ
せ
る
爲
め
に
、
静

か
に
立

つ
庭

の
學
問
的
活
動
ε
し
て
定
義

さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
確

.

か
に
夫
れ
が
爲
め
に
は
、
眞
理
の
薦

め
の

一
の
勇
氣
(実
れ
は
同
時

に
誤
謬
の
爲
め
の

一
の
勇
氣
で
あ
る
)が
必
要

で
あ
る
。
更

に
之
れ
ご

一
の
任
意
的
自
制
、
即
ち
将
家
に
聞
し
て
諦
め
る
ざ
云

ふ
こ
ε
が
結
び
付
ぐ
。
併
し
此
の

勇
気

ε
諦

め
の
両
者
は
、
理
論
的
静
観
が
其

の
目
標
を
固
持
し
て
、
終
結
を
求
め
る
に
於
て
は
、
か
玉
る
完
全
終

結
の
静
息
黙
を
要
す
る
ざ
云
ふ
こ
ε
に
よ
り
て
、
正
當
蓬
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

併
し
不
終
結
的
総
麗
性
を
棄

て
る
`
云
ふ
事
は
、
學
問
E
し
て
の
世
界
観
論
の
威
厳
を
、
毀

損
す

る
で
な

い
か

ε
云
ふ
問
題
が
起
り
得
る
が
、
決
心
て
そ
う
で
な

い
。
暴
れ
其

の
特
殊
性
及
び
諦
め
は
、
特
異
な
性
質

の
も
の
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す

る
に
世
界
観
論
は
恐
ら
く
は
、
學
問
ご
云
ふ
將
家
財
の
獲
達
進
行
中

に
、
入
b
込
む
を

否
ま
な
い
で
あ
ら
う
。
否
な
吾
人
は
哲
學
は
閉
ぢ
ら
れ
た
る
、
或
は
完
結
さ
れ
た
る
諸
騰
系
に
於
て
、
吐
く
て
完

全
終
終
的
特
殊
性

の
諸
形
艦
に
於
て
、
終
り
な
く
益

々
獲
達
す

る
ご
云
ふ
こ
ご
が
、
世
界
観
諭

ご
し
て
の
哲
學
の

本
質
中
に
含
ま
れ
て
居
る
ざ
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
衝
撃
史
の
考
察
は
、
縮
て
の
決
定
的
終
結
を
疑
は
し
く
思
は

せ
、
又
諦
め
を
強

い
る
の
で
あ
る
が
.
同
時

に
夫
れ
は
叉
、
組
織
論
者
を
大
に
断
ま
す

こ
芭
が
、
出
來

る
の
で
あ

コ

説
.
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玉
入
照

る
。
世
界
観
諭

の
過
古

は
、

一
見

し
て
想
像

さ
れ

る
ほ
ご

、
只
墳
墓

の
み
を
以

て
充

た

さ
れ
た

る
、
墓
場

に
似
て

居

る
の
で
な

い
。

確

か
に
早
代

の
哲
學
的
諸
禮

系

が
、

貴
注
認
識

に
付

て
保

有
す

る
庭

の
も

の
は
、

大
部
分
古
く

な

っ
て
居

る
旧
而

し
て
其

の
最

ざ
も
多
く

は
、
吾

人

に
只
「
雁
皮
的

興
味

」
を
起
逃

せ

る
だ
け
で

あ

る
。
併

し
生
活

、

の
意
義
を
尋
ね

、

一
の
閉
ら

れ
た

る
膿
系

に
於
て
、
之

を
表
現

せ
る
思
想
家

は
、
若

し
正
當

に
理
解

さ
れ

る
な
ら

ば
、
決
し

て
死

ん
で
仕
舞

ふ
て
は
居

な

い
。
彼
等

の
多
敷

は
今
口
も
街

ほ
生

き
て
居

る
。
而

し
て
彼

等
は
愈

々
決

定
的

に
人
間

の
存
在

の
最

後

の
目
標
を
探
求

し
だ
だ
け

、
此
く

て
彼
等

の
禮

系
を
完
成

せ
ん

ε
努

力
し

た
だ
け
、

ロ

そ
れ

だ
け
叉
彼
等

は
愈

々
生
き
て
居

る
の
で
あ

る
。
彼

等

の
死

滅
ε
見

え

る
彼
等

の
特
殊
性

の
終
結
が
、
ま

さ
し

く
彼
等

じ
不
滅
性

を
與

へ
る
の
で
あ

る
。
彼

等
は

一
の
終
結

を
成
就
し

、
最

後
を
遂
げ

る

こ
ご
が
出
来

た
。
夫

れ

が
即

ち
彼
等

の
偉

大

で
あ

る
。

さ
れ
ば
彼
等

は
終

り

な
き
事
象

の
流
れ

の
上

に
高

く
聾

へ
、
過

言

の
暗

黒

か
ら
吾

人

に
光
を
投
ず

る
の
で
あ

る
。

.

此
く

て
世
界
観

論

の
特

有

の
學
問
的
形
式

が
、
始

め
て
正
當

な

る
光

b

の
中

に
照
ら

さ
れ
て
く

る
。
閉

ぢ
ら

れ

た
膿
系

の
完

全
終
結

的
特
殊
性

は
、

つ
ま
り
は
不
終
結
的
総
騰

性

の
爲

め
に
役

立
ち
、
実

れ

に
よ
り
て
叉
其

の
曾

,

嚴
を

分
與

さ
れ

る
。
哲
學
者

は
確
か
に
特
別
な
地

位

に
あ

る
。

哲
學

者
は

、
獲
蓮

は
彼

の
今
立

て
π

る
膿

系

を
、

早
晩
追

ひ
越
す

で
あ
ら

う

こ
ご
を
知

っ
て
居

る
。
併

し
彼

は
常

に
彼

が
其

の
瞬
時

に
所
有
す

る
も

の
を
確
立

し
て
.

之
を
獲
蓮

の
流

れ
の
中

に
没

失

さ
せ
ま

い
ε
す

る
。
而
し

て
彼

は
彼

の
先
輩

よ
り
も

よ
り
包
括

的

に
、

よ
り
統

一

.
的

に
考

へ
る
ご
云

ふ
確
信

に
導

か
れ

て
居

る
な
ら
ば

、
か
く
す

る
耀

利
を
有
す

る
の
で
あ

る
。

彼

は

フ
イ

ヒ
一7
の

云

へ
る
如
く

に
、
先

輩

の
敗
穫
物
を
己

れ

の
も

の
こ
し
、
伍

し
て
自

か
ら
住
む
矯

め

の
「
家
」
を
建

て

る
の
で

あ
る



吾
人
は
暗
闘
的
實
在
ξ
し
て
、
確
か
に
総
て

一
度
は
終
り
を
告
げ
ね
ば
な
ら
鳳
が
、
余
輩
は
此
の
事
を
學
問
に
も

適
用
せ
ん
ε
す
る
。
而
し
て
吾
人
は
吾
人
の
箇
人
的
及
び
特
殊
的
努
力
の
、
完
全
に
終
結
さ
れ
た
る
果
實
は
、
同

時
に
超
箇
人
的
進
歩
過
程
の
不
終
結
的
総
禮
中
に
於
け
る
、

一
の
必
然
的
階
段
で
あ
る
ε
信
じ
て
、
哲
學
を
考
究

し
た
い
ざ
思
ふ
。
此
く
て
余
輩

の
債
値
艦
系
を
憶
ひ
起
す
ε
、
哲
學

は
不
終
結
的
総
燈
ご
完
全
終
結
的
特
殊

ε
の

中
間

、
將
來
財
ご
現
在
財
ε
の
中
間

に
立

つ
こ
琶
を
罷
る
の
で
あ
る
。

哲
學
に
勤
中
る
古
の
地
位
の
決
定
は
、
人
格
的
、
活
動
的
及
び
肚
曾
的
方
面
に
於
て
も
亦
、
完
全
終
結
の
第

一

及
び
第
二
の
階
段

の
間

に
、

「
の
中
間
財
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
、
組
織
的

に
愈

々
重
要
ε
な

る
の
で
あ
る
。
而

し
て
此
庭

に
始
め
て
、
余
輩
の
膿
系
が
全
く
均
齊
的
に
建
設
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
活
動
の
方
面

に
於

て
は
、
將
來

が
完
全

に
終
結
さ
れ
た

る
現
在

に
参
加
し
、
此
く
て
特
殊
的
完
全
終
結

へ
の
努
力

に
達

し
た
る
は
、
女
子
に
封
ず

る
男
子
の
活
動
的
、
人
格
的
愛
に
於
て
コ
あ
る
が
、
静
観

の
方
面
に
於
て
は
、
現
在
完
成
を
將
來
眺
望

ε
結
合
す

る
は
知
識

の
鄙
観
的
、
井
人
格
的
愛
、
即
ち
言
葉

の
固
有
の
意
味
に
於
て
の
ブ
イ

ロ
ン
フ
イ
ァ
で
あ

る
。
完
全
終

エ
ロ
ス

結

の
憧
憬

ξ
し
て

の
哲

學
的

愛

は
、
充
實

さ
れ

る
こ

ε
が
な

い
か
も
知
れ

な

い
。

哲
學

は
完

全
終
結

的

な
る
も

の

の
言

ふ
こ
ε
は
軍

に

一
の
「
訥
音
」
に
邉

ぎ
な

い
で

あ
ら

う

こ
ε
を
、
熟
知

し

て
居

る
に
拘
ら
す

、
不
終
結
的
な

る

も
の
に
於

て
、
止
ま

る
を
欲

し
な

い
。
而

し
て
哲

學
は

此

の
如

く

に
、
其

の
學
問

的
特
性
を
自
畳
す

る
こ
ε
に
よ

b
て
、
債
値
龍

系

の
建

築
物

中

に
要

石
を
は
め
込

み
、

夫

れ
を
基

礎

ε
し
て
、
統

]
的
な

る
ε
同
時

に
、
包
括
的

な

る
、

↓
の
世

界
観

に
達
す

る

こ
ご
を
望

み
得

る
ほ
ざ

、
、形
式
的
關
係

に
於

て
其

の
建
築
物

を
完
成
す

る
の

で
あ

る
。
此

の

「
膿

系
意
志
」

に
は
愁
ら

《
は

一
の
人

な

る
不
遜
心

、
傲

慢
.心
が
附
着

し

て
み
よ
う
。
併

し
理
論
的
鄙

硯

の
世
界

に
於

て
は
、
如
何
な

る
「
道
徳
的
」
標
準

も
適

用
.さ
れ
な

い

の
で
め

る
。

.
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